
⽯膏像と⽯膏デッサン研究の決定版・ 
荒⽊慎也『⽯膏デッサンの 100 年』刊⾏ 

美⼤受験⽣たちの⾎と汗と涙の結晶「⽯膏デッサン」とは、何だったのか？  
 
 
アート専⾨出版社アートダイバー（本社：東京都中野区、代表：細川英⼀）は、
荒⽊慎也（あらきしんや、1977 年〜）による書籍『⽯膏デッサンの 100 年̶
⽯膏像から学ぶ美術教育史』を 2 ⽉ 1 ⽇に刊⾏いたしました。ぜひ、貴媒体に
てご紹介くださいますようお願い申しあげます。 
 
▼書籍の紹介サイト  http://artdiver.moo.jp/?p=2281 
 
■書籍の内容 
 
 美⼤受験をする者なら誰もが経験する⽯膏デッサン。とりわけ美術予備校に
おいて、その描画メソッドは時代とともに進化を遂げており、短期間の集中的
な修練で⾒違えるほどの優れたデッサンを⽣み出すことができるようになって
いる。 
 しかし、いざ美術⼤学に⼊ってみると⽯膏デッサンは不当な扱いとされてい
るのも実情である。教授によっては、「⽯膏デッサンの技術は、創作活動には有
害だ」とすら指導する。美⼤受験に必須であった「⽯膏デッサン」は、⼤学で
は⼀転不要なものとされ、学⽣はその狭間で⽴場を問われる。 
 はたして、⽯膏デッサンは必要なのか？ こうした議論は、教育者側からも
作家側からも続いてきたが、いまだにその決着を⾒ることはない。「⽯膏デッサ
ンは、制作における基礎体⼒をつける筋トレである」とか「ものを⾒る⼒をつ
けるにはこれほどいい教材はない」という肯定派がいる⼀⽅で、「⽯膏デッサン
は、アカデミズムの悪しき因習で、⾃由で創造的な創作活動を阻害するものだ」
「技術はもはやアートには必要ない」という否定派の意⾒も根強い。 
 本書の⽬的は、こうした膠着状態にある⽯膏デッサンへの⾔説を、その受容
からいま⼀度振り返ることで、有効な議論へと発展させ、より構築的な美術教
育史の理解を進めることである。前半の１章から３章で⽯膏像について論じ、
後半の４章から６章で⽯膏デッサン教育について論じるという構成をとってい
る。そのなかで、これまで正体が不明とされてきた⽯膏像のオリジナル彫刻、
⽇本における⽯膏像収集の歴史、近代と現代での⽯膏デッサンの違い、⽇本で
⽯膏デッサン教育が普及した経緯、などの様々な事象を明らかにする。 
 これらの議論を通じて、⽯膏像の 100 年を、絶えざる価値観と制度の変転の
中で繰り返し新しい定義を与えられてきた流動的な歴史として再定義し、⽇本
における⻄洋⽂化の受容が、単に「進んだ」⻄洋の価値観を⽇本に不完全に移
植したものでなく、その曲がりくねった歴史で構築された、対話的で越境的な



⽯膏デッサン⾔説の⽣成過程であることを⽰していく。 
 不⽑な「⽯膏デッサン是⾮論」の先にある新たなアートの創造のためにも、
これまであまり⽇の当たらなかった「⽯膏像と⽯膏デッサン」について深く掘
り下げることで、近代の美術教育が遺してくれた蓄積を反芻する試みである。
教育者はもちろんのこと、美⼤受験を控えた受験⽣、さらには⽇々制作と向き
合うアーティストに読んでもらいたい。 
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